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Abstract 
University students felt difficulty to select appropriate courses although course syllabuses are 
described in detail. In the online shopping sites, recommendation systems are popular because 
consumer can easily find goods they desire. In order to introduce the recommendation system to 
university course selection, we need to analyze words in syllabuses. In this paper, we analyze 



















収容定員 960 名（1 学年 240 名）の中規模の学科である
が，オンラインで閲覧できる講義要項は，学部専門科目


























































































































態素解析には， Yahoo! Japan が Web サービスとして公






文書を，HTTP の POST メソッドにより送ると，単語に
分解した結果が，品詞情報とともに XML 形式で送り返
されてくる。Web サービスに問い合わせるプログラムを
Java 言語で，戻ってきた XML 文書を解析して集計する
































63 科目に 288 個出現する「情報」が該当する。 
5. すべての講義において共通して利用される単語。 
28 
基礎(44, 70)，分析(41, 149)，システム(38, 217)， 


















目数 14 以上） 
理解(78, 180)，まとめ(63,69)，講義(62,105)， 




















13B .5. 有用である単語 
 一方，有用であろうものとして選択した単語は 386 あ













































































14B .1. 1年次修了後 
学部専門科目全体では出現頻度が高い単語の中で，1
年生科目では出現頻度が低い単語に注目した。対象とし
ている 1 年生科目は 12 あるが，カバーしている範囲が
重なっていない場合が多いことが想定される。そのため，
1 年生科目での出現科目が 1 科目であっても，出現頻度
が低いとは言えない。そこで，全体では 10%以上の科目
で出現している単語（3 節で有用とした 68 語）に対して，
1 年生科目では出現頻度がゼロの単語を調べてみたとこ
ろ，下記の 7 単語が該当した。 
手法，開発，変化，組織，サービス，経営，複雑 














































あり 103 64 1 年生科目








度がカバーされていること，さらに 1 年生科目と 1 つの









る 2 つのプログラム，ユビキタスシステム(US)，IT ビジ
ネス(IB)を対象として調べた結果を述べる。 






NS US -NS 
あり なし
あり 51 191 年生科目 
なし 21 28
 






NS IB -NS 
あり なし
あり 52 201 年生科目 
なし 20 49
 
全体で 149 単語あるうち，1 年生科目リストにも，NS
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